
令
和
5
年
度
　
総
会（
代
表
者
会
議
）報
告

　
　
新
会
長
に
西
澤
實
さ
ん（
恵
庭
支
部
）を
選
出
す
る

コ
ロ
ナ
感
染
が
5
類
と
落
ち
着
き
、
7
月
18
日
に
対
面
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
は
出
席
者
が
代
表
者
会
議
構
成
員
の
過
半
数
（
委
任
状
含
む
）
を
超
え
成

立
確
認
の
報
告
を
香
取
事
務
局
長
か
ら
あ
り
中
野
会
長
の
挨
拶
、
続
い
て
北
畠
道
新

文
化
事
業
社
取
締
役
統
括
本
部
長
挨
拶
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
終
え
、
そ
の
後
議

長
に
旭
川
支
部
長
の
白
鳥
敏
昭
さ
ん
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

事
業
報
告

第
1
号
議
案
　
令
和
4
年
度
事
業
報
告

（
香
取
事
務
局
長
）

　
役
員
会
は
北
海
道
写
真
協
会
の
運
営
及
び
第
70

回
記
念
写
真
道
展
な
ど
円
滑
に
進
め
る
た
め
10
回

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
会
員
の
支
部
派
遣
は
5
支
部
（
恵
庭
、
室

蘭
、
三
笠
、
滝
川
、
旭
川
）
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
70
回
記
念
写
真
道
展
実
行
委
員
会
は
準
備
委

員
会
の
答
申
を
受
け
て
3
回
行
わ
れ
1
回
目
（
9

月
14
日
）
は
、
実
行
委
員
の
業
務
分
担
、
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
審
査
体
制
な
ど
の
検
討
、

　
2
回
目
（
4
月
19
日
）
は
作
品
展
、
作
品
集
、

表
彰
式
、
講
演
会
等
に
つ
い
て

3
回
目
は
各
業
務
の
反
省
。

　
記
念
誌
座
談
会
は
11
月
15
日
に
札
幌
片
岡
ビ
ル

に
て
行
い
ま
し
た
。

第
2
号
議
案
　
第
70
回
記
念
道
写
真
展
報
告

（
西
澤
実
行
委
員
長
）

第
70
回
記
念
写
真
道
展
受
付
2
0
2
3
年
2
月
1

日
～
2
月
10
日
必
着
、
郵
送
宅
配
の
み
受
け
付
け
。

記
念
写
真
道
展
審
査
2
0
2
3
年
3
月
4
日
～
5

日　
記
念
写
真
道
展
作
品
展
4
月
25
日
～
4
月
30
日

「
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
於
い
て
開
催
さ
れ
以

後
順
次
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
第
70
回
記
念
写
真
道
展
表
彰
式
・
講
演
会
は
4

月
30
日
道
新
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
同
時

に
第
70
回
写
真
道
展
協
会
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
算
報
告

第
3
号
議
案
　
令
和
4
年
決
算
報
告
、
監
査
報
告

（
奈
良
会
計
、
西
澤
副
会
長
・
櫻
沢
監
査
委
員
）

令
和
4
年
度
北
海
道
写
真
協
会
会
計
決
算
書

第
70
回
記
念
写
真
道
展
特
別
会
計
決
算
報
告
書

第
70
回
記
念
写
真
道
展
会
計
決
算
書

第
70
回
記
念
写
真
道
展
作
品
集
決
算
報
告
書

　
全
て
の
決
算
書
会
計
監
査
を
受
け
関
係
帳
簿
、

通
帳
を
照
合
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
適
正
に
執
行

さ
れ
た
旨
を
櫻
沢
裕
希
監
査
役
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
1
号
議
案
、
2
号
議
案
、
3
号
議
案
は
関
連
性

が
あ
り
ま
す
の
で
一
括
採
決
と
し
ま
し
た
。

1
～
3
号
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項

第
4
号
議
案
　
2
0
2
3
年
度
事
業
計
画

北
海
道
写
真
協
会
及
び
写
真
道
展
事
業
計
画

　
役
員
会
は
写
真
協
会
会
報
の
発
行
。
一
般
、
会

友
、
審
査
会
員
の
入
退
会
受
付
及
び
承
認
。
支
部

年
度
賞
の
授
与
。
審
査
会
員
の
支
部
派
遣
。
次
期

代
表
者
会
員
の
人
選
、
次
期
役
員
の
改
選
。
そ
の

他
。

　
第
71
回
写
真
道
展
開
催
及
び
関
連
事
項
の
遂

行
、
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
の
運
営
を
鑑

み
て
随
時
行
う
。

第
5
号
議
案
　
令
和
5
年
度
会
計
予
算

　
北
海
道
写
真
協
会
会
計
予
算
、
写
真
道
展
記
念

事
業
特
別
会
計
予
算
、
第
71
回
写
真
道
展
予
算
、

第
71
回
写
真
道
展
作
品
集
予
算

　
第
4
号
議
案
、
第
5
号
議
案
は
関
連
性
が
あ
る

こ
と
よ
り
一
括
審
議
と
し
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

第
6
号
議
案
　
北
海
道
写
真
協
会
役
員

　
会
長
選
考
委
員
会
田
本
座
長
よ
り
選
考
過
程
の

報
告
を
受
け
て
西
澤
　
實
（
恵
庭
支
部
）
さ
ん
を

会
長
に
選
任
し
そ
の
後
、
役
員
の
名
簿
が
配
布
さ

れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
事
項

第
70
回
写
真
道
展
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
全
国
公
募
は
今
後
も
続
け
る
か

回
答
　
今
後
も
継
続
し
て
い
く

決
算
報
告
に
つ
い
て

質
問
　
バ
ッ
チ
を
購
入
し
て
い
る
が
必
要
か

開
湯
　
4
～
5
年
は
在
庫
有
そ
の
後
は
検
討
す
る

質
問
　
額
装
展
示
撤
去
作
業
1
0
0
万
円
は
高
い

の
で
は

回
答
　
10
年
間
同
額
で
あ
る

質
問
　
決
算
書
の
増
減
が
逆
で
な
い
か

回
答
　
今
後
各
会
計
の
方
法
を
統
一
す
る

質
門
　
作
品
集
の
送
料
ゼ
ロ
は
何
故
か

回
答
　
記
念
誌
発
行
で
増
頁
し
た
た
め
記
念
事
業

特
別
会
計
で
支
出
し
た

　
そ
の
他
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
都
度
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道写協
北
海
道
写
真
協
会

事
務
局
■
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3
丁
目
6
道
新
文
化
事
業
社
内

0
1
1
・
2
4
1
・
5
1
6
1（
直
通
）
0
1
1
・
2
3
2
・
5
1
4
7（
F
A
X
）

http://w
w
w
.doshakyo.org/
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■
令
和
4
年
度
北
海
道
写
真
協
会
会
計
決
算
書

〈一般会計〉� 令和4年7月1日～令和5年6月30日
収　入� 単位：円

科　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減 備　　考

繰 越 金 1,687,110 1,687,110 0 前年度繰越金

年 会 費 1,566,000 1,471,000 －95,000 会員191人、会友63人、審査会員39人

入 会 金 30,000 25,500 －4,500 新入会者17人×1,500円

登 録 料 75,000 135,000 60,000 会友5人、審査会員2人

諸 収 入 5 5,019 5,014 利息19円、寸志5千円

合　　計 3,358,115 3,323,629 －34,486

支　出

科　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減 備　　考

事 業 費 490,000 631,534 141,534 支部年度賞盾代71千円、巡回展送料44千円、巡回展助成金200千円、バッチ作成210千円、協会賞他副賞95千円

印 刷 費 270,000 199,188 －70,812 会報印刷費3回分160千円、入会案内31千円、様式集6千円

会 議 費 430,000 55,708 －374,292 役員会会場使用料31千円、会議用飲料9千円

人 件 費 30,000 37,200 7,200 ホームページ管理費27千円、道展実績票作成費10千円

交 通 費 330,000 329,070 －930 役員会・各種打合せ会議交通費244千円、審査員派遣費24千円、会長選考会交通費61千円

通 信 費 100,000 33,179 －66,821 メール便、切手代（各支部宛て、事務連絡）

事 務 費 120,000 88,408 －31,592 事務連絡費80千円、コピー用紙等事務用品代

慶 弔 費 20,000 5,000 －15,000 香典1件

雑 　 費 10,000 3,740 －6,260 振込、硬貨取扱手数料

積 立 金 200,000 200,000 0 記念事業特別会計への積立

予 備 費 1,358,115 0 －1,358,115

繰 出 金 0 0 0

次期繰越金 0 1,740,602 1,740,602

合　　計 3,358,115 3,323,629 －34,486

　
残
暑
の
候
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
会
長
就

任
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
不
安
も
ご
ざ

い
ま
す
が
、
役
務
を
全
う
し
。
道
写
協
発
展
の
た

め
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
数
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
行
動
制
限
も
多
い
中
、
各
々
が
趣
向
を

凝
ら
し
な
が
ら
写
真
活
動
に
邁
進
し
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
協
会
支
部
及
び
支

部
会
員
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
早
急
に
新
た
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
諸
条
件
つ
き
と
は
な
り
ま
す
が
、
本
部
会
員

制
度
の
導
入
を
目
指
し
、
活
動
の
機
会
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
方
々
の
救
済
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
発
達
が
著
し
い
A
I
技
術
に
よ
り
、
人
の

目
で
は
判
断
で
き
な
い
程
の
、
限
り
な
く
写
真
に

近
い
画
像
生
成
が
可
能
な
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
写
真
編
集
ソ
フ
ト
を
使
い
自
身
の
手
で
補

正
を
か
け
て
い
た
物
を
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
自
動
処

理
す
る
こ
と
も
A
I
の
力
で
す
。
最
終
的
に
は
モ

ラ
ル
の
問
題
に
も
な
り
ま
す
が
、
協
会
と
し
て
指

針
を
示
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
道
写
協
も
「
新
時
代
」
に
突
入
し
て
い

く
時
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
挑
戦
に
は
課
題
が
付

き
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
皆
様
に
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
道
写
協
の
発
展
に
向
け

て
歩
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

　
道
写
協
の
新
時
代
へ

�

西
澤
　
實
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新
役
員
の
お
知
ら
せ
と
作
業
分
担

北海道写真協会役員

顧　　問 近藤　　浩

顧　　問 若林　直樹

顧　　問 武藤　省吾

顧　　問 中野　潤子

会　　長 西澤　　實

北海道写真協会代表、北海
道写真協会全般の把握。委
嘱状手配。年度賞受付、楯
発注・発送

副 会 長 田本　　實 会員証・バッチ発送

副 会 長 中西　　勉 道展審査関係。会議議事録

会務委員 奈良美弥子
会計全般、ホームページ更
新。審査会員派遣旅費。会
員道展成績管理

会務委員 掛村　一憲 会報発行、発送

会務委員 久留嶋誠悦 会報（支部成績）。巡回展
担当

会務委員 白鳥　敏昭 写真道展実行委員会関係

事務局長 香取　征子

事務全般、役員会関係、総
会（代表者会議）関係。名
簿管理。審査会員・会友申
請受付。審査会員・会友認
定書発送。審査会員派遣申
請受付

事務局次長 藤田　裕理

事務局員 小関　草太 文書受付、諸連絡

会計監査 櫻沢　裕希

会計監査 川原　静雄

　
こ
の
度
は
審
査
会
員
に

承
認
を
い
た
だ
き
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
審
査
さ
れ
る
側
か
ら

し
ん
さ
す
る
側
と
立
場
が
変
わ
り
、
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
一
枚
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た

作
者
の
思
い
を
感
じ
る
に
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
日
々
精
進
に
努
め
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
審
査
会
員
に

推
挙
頂
き
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
が
致
し
ま
す
。
入

会
当
初
「
写
真
も
芸
術
の

一
分
野
」
の
言
葉
に
心
を
打
た
れ
、
今
日
ま
で
続

け
て
参
り
ま
し
た
。
審
査
会
員
に
な
れ
る
事
な
ど

考
え
も
せ
ず
に
お
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
諸
先
輩

方
の
お
力
添
え
を
頂
い
き
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
事

を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
力
量

不
足
で
す
が
、
自
己
研
鑽
を
重
ね
会
員
の
皆
様
の

お
役
に
な
れ
ば
大
変
嬉
し
い
事
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
審
査
会
員
に
な
っ
て

久
留
嶋
誠
悦
さ
ん
（
苫
小
牧
支
部
）

　
審
査
会
員
に
な
っ
て

白
鳥
　
敏
昭
さ
ん
（
旭
川
支
部
）

・
大
崎
祐
美
子
さ
ん
（
帯
広
支
部
）

・
清
水
　
　
孝
さ
ん
（
帯
広
支
部
）

・
小
山
　
　
満
さ
ん
（
旭
川
支
部
）

・
川
上
　
正
己
さ
ん
（
留
萌
支
部
）

・
佐
野
　
ミ
ヨ
さ
ん
（
恵
庭
支
部
）

◆
新
会
友
の
紹
介

・
道
展
審
査
会
員

◆
2
0
2
2
年
度
の
退
会
者

◆�

第
71
回
写
真
道
展�

実
行
委
員
の
お
知
ら
せ

◆�

第
70
回
記
念
写
真
道
展�

9
月
以
降
の
巡
回
日
程

◆�

札
幌
支
部
モ
デ
ル
撮
影
会�

4
年
ぶ
り
に
再
開

　
新
役
員
の
名
簿
と
作
業
分
担
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
連
絡
、
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
先
の
表
の
か
た
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
行
委
員

白
鳥
敏
昭
　
鳥
海
政
史
　
田
本
　
實
　
中
西
　
勉

増
田
輝
敏
　
香
取
征
子
　
奈
良
美
弥
子

田
澤
康
史
　
久
留
嶋
清
悦
　
五
東
建
夫

掛
村
一
憲
　
佐
野
ミ
ヨ
　
米
澤
三
千
代

副
馬
雅
之
　
松
本
雅
彦
　
伊
藤
勝
利

飯
高
光
紀
　
藤
田
祐
理
　
小
関
草
太
　
西
澤
　
實

（
以
上
20
名
の
予
定
）

9
月
20
日
～
24
日
　
北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
23
日
～
26
日

函
館
市
民
芸
術
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

12
月
16
日
～
1
月
14
日�

網
走
市
立
美
術
館

7
月
2
日
モ
デ
ル
撮
影
会
が
4
年
ぶ
り
に
青
空

の
下「
札
幌
芸
術
の
森
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
80
名
、
モ
デ
ル
3
名
、
指
導
講
師
は
、

武
藤
省
吾
顧
問
、
札
幌
支
部
例
会
特
別
講
師
の
長

谷
川
純
一
さ

ん
、
小
森
学
さ

ん
の
3
名
。
そ

れ
ぞ
れ
ク
ル
ー

プ
に
な
っ
て
撮

影
に
向
か
い
ま

し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の

撮
影
会
を
皆
様

楽
し
ん
で
い
た

み
た
い
で
し
た
。

経
塚
　
剛
敏
（
札
幌
支
部
）、
山
下
　
　
智
（
札

幌
支
部
）、
西
野
　
徳
義
（
道
北
支
部
）、
工
藤
　

二
男
（
釧
路
支
部
）

・
道
展
会
友

大
野
カ
ヨ
子
（
札
幌
支
部
）、
貝
沼
　
正
雄
（
札

幌
支
部
）、
小
室
　
博
子
（
札
幌
支
部
）、
坂
本

幸
夫
（
札
幌
支
部
）、
佐
藤
　
俊
晴
（
室
蘭
支

部
）、
大
坪
　
恵
子
（
室
蘭
支
部
）、
日
野
　
昭
雄

（
道
北
支
部
）、
向
井
　
和
栄
（
道
北
支
部
）、
千

葉
　
逸
子
（
道
北
支
部
）、
加
藤
　
憲
明
（
恵
庭

支
部
）、
田
中
　
康
夫
（
恵
庭
支
部
）、
袰
田
　
祥

健
（
岩
沢
支
部
）
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滝
　
川
　
支
部
長
　
渡
辺
精
郎

▽
8
月
例
会
（
4
日
　
選
考
互
選
）

①
萩
原
洋
子
②
山
田
信
重

釧
　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
7
月
例
会
（
13
日
　
片
村
洋
市
審
査
会
員
選

考
）

①
水
野
敏
幸
②
蝦
名
昇
③
中
嶋
淳
一
④
秋
田
誠
⑤

鈴
木
啓
司
郎
⑥
長
尾
芳
文

札
　
幌
　
支
部
長
　
掛
村
一
憲

▽
5
月
例
会
（
19
日
　
武
藤
省
吾
審
査
会
員
選

考
）

①
吉
野
友
昭
②
飯
高
光
紀
③
府
中
紀
一
④
片
岡
眞

弓
⑤
林
繁
造
⑥
米
澤
三
千
代
⑦
梅
澤
勇
二
⑧
落

合
英
男
⑨
佐
々
木
眞
治
⑩
掛
村
一
憲

▽
6
月
例
会
（
16
日
　
長
谷
川
純
一
先
生
選
考
）

①
林
繁
造
②
府
中
紀
一
③
落
合
英
男
④
梅
澤
勇
二

⑤
米
澤
三
千
代
⑥
寺
嶋
昭
三
⑦
池
田
熙
子
⑧

室
　
蘭
　
支
部
長
　
中
西
　
勉

▽
5
月
例
会
（
29
日
　
中
西
勉
審
査
会
員
選
考
）

①
斎
藤
真
澄
②
太
田
秀
樹
・
宮
崎
慎
司
③
太
田

秀
樹
・
斎
藤
真
澄
・
成
田
正
利
（
入
選
）
鳥
海
政

史
3
点
・
牛
田
博
克
2
点
・
山
谷
茂
2
点
・
尾
形

和
雄
2
点
ほ
か

▽
7
月
例
会
（
31
日
　
選
考
互
選
）

①
鳥
海
政
史
②
鳥
海
政
史
・
太
田
秀
樹
③
太
田

秀
樹
・
鳥
海
政
史
・
蒲
野
進
（
入
選
）
吉
井
良
平

3
点
・
山
谷
茂
2
点
・
西
村
志
げ
子
・
牛
田
博
克

ほ
か

余
　
市
　
支
部
長
　
一
戸
弘
利

▽
5
月
例
会
（
20
日
　
審
査
互
選
）

①
②
後
藤
芳
江
②
吉
田
金
治
②
③
③
④
④
石
岡

誠
三
③
④
一
戸
弘
利

▽
7
月
例
会
（
22
日
　
選
考
互
選
）

①
②
④
石
岡
誠
三
②
④
吉
田
金
治
③
⑤
小
野
寺

宏
弥
④
後
藤
芳
江

佐
々
木
眞
治
⑨
吉
野
友
昭
⑩
掛
村
一
憲

▽
7
月
例
会
（
21
日
　
加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員

選
考
）

①
林
繁
造
②
掛
村
一
憲
③
寺
嶋
昭
三
④
落
合
英
男

⑤
梅
澤
勇
二
⑥
松
本
雅
彦
⑦
板
垣
功
⑧
脇
田
健

司
⑨
池
田
熙
子
⑩
府
中
紀
一

旭
　
川
　
支
部
長
　
白
鳥
敏
昭

▽
6
月
例
会
（
8
日
　
馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
池
永
靖
子
②
山
本
義
則
③
佐
藤
祐
子

④
上
平
秀
美
⑤
吉
田
清
治
郎
（
入
選
）
神
原
美
幸

2
点
・
添
田
裕
子
2
点
・
吉
田
清
治
郎
・
佐
藤
祐

子
・
岩
渕
隆
ほ
か

▽
7
月
例
会
（
13
日
　
田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
③
池
永
靖
子
②
⑤
森
田
正
義
④
岩
渕

隆
（
入
選
）
上
平
秀
美
2
点
・
神
原
美
幸
・
森
田

正
義
・
山
崎
巌
・
臼
田
忠
雄
ほ
か

▽
8
月
例
会
（
3
日
　
馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
添
田
裕
子
②
④
森
田
正
義
③
臼
田
忠

雄
⑤
佐
藤
祐
子
（
入
選
）
吉
田
清
治
郎
3
点
・
森

田
正
義
・
添
田
裕
子
・
宮
崎
哲
夫
ほ
か

小
　
樽
　
支
部
長
　
高
橋
俊
弘

▽
5
月
例
会
（
17
日
　
増
田
輝
敏
審
査
会
員
選
考
）

①
二
村
か
お
り
②
小
林
好
江
③
根
本
辰
男
④
一
條

周
一
⑤
茅
根
君
子

▽
7
月
例
会
（
5
日
　
川
原
静
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
二
村
か
お
り
②
一
條
周
一
③
茅
根
君
子
④
根
本

辰
男

▽
令
和
4
年
度
　
年
度
賞

①
一
條
周
一
②
根
本
辰
男
③
二
村
か
お
り
④
小
林

好
江編

集
後
記

　
今
年
の
夏
は
暑
い
夏
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
に
お

い
て
は
元
気
に
お
過
ご
し
と
思
い
ま
す
。

　
体
調
に
は
十
分
気
を
付
け
て
写
真
活
動
を
励
ん
で

く
だ
さ
い
。

（
田
本
、
掛
村
）

支
部
例
会
成
績

会
報
に
協
力
を

支
部
の
活
動
、
個
人
の
活
動
、
楽
し
い
こ
と
、
知
っ
て
も

ら
い
た
い
こ
と
、
な
ん
で
も
い
い
で
す
。
会
報
に
載
せ
て
ほ

し
い
記
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
　
0
8
0
─
1
9
7
3
─
5
9
6
3

（
掛
村
）

7月例会1位「鷲つかみ」� カラー　水野 敏幸

6月例会1位「一騎打ち」� カラー　池永 靖子

5月例会1位「夜桜に誘われて」� カラー　吉野 友昭

5
月
例
会
1
位
「
お
祭
り
」

カ
ラ
ー
　
後
藤
芳
江
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